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　本年、11月1日、高山市は、市制施行
80周年を迎えます。
　今日に至るまでの長きにわたり、先
人の皆様と現在ご活躍の市民の皆
様が大変な努力を積み重ねられ、ま
ちを築き上げられたご功績に、心より
敬意を表するとともに感謝を申し上
げます。

　式典当日は、「過去と今を称える表彰式」を第一部として執り
行い、「未来を創造する子どもたちの主張」を第二部として実施
いたしますので、ぜひご参観いただければ幸いに存じます。
　この記念すべき日は、これまでの歩みを振り返り感謝すると
ともに、未来への第一歩を踏み出す日であります。今後、未来永
劫にわたり光り輝く高山市を市民の皆様と創造していくことを
あらためて決意いたしたいと考えております。
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　　次の時代を創造する

【第１部】
市表彰式　午前10時〜正午
・名誉市民、芸術文化顕彰、地域振興顕
彰、自治功労ほか
・市制施行80周年記念映像の上映ほか
※被表彰者の方は、広報たかやま11月1日
号でご紹介させていただきます。

高山市制施行80周年記念式典プログラム
期　日　11月1日（火）
場　所　市民文化会館大ホール（昭和町1）

　式典第2部『「未来の高山」ふるさとを
語る』で受賞者のみなさんにお渡しする
表彰盾は、飛驒高山高等学校書道部の
みなさんが、受賞される児童生徒を想
い、丁寧に書き上げてくださいました。

〈メッセージ〉
　飛驒春慶へ題字筆耕という貴重な経験ができ嬉しく思い
ます。大変緊張しましたが、最後まで気持ちを込めて書き上
げました。
　これから飛驒を担っていく小中学生の皆さん、今までの歴
史を大切にし、未来を築いていけるよう頑張ってください！！
	 飛驒高山高等学校
	 書道部部長　細
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　市制施行80周年を記念し、地域で古くから守り継がれている伝統文化のひとつであ
る荘川地域の「村芝居」のうち、荘川神社の芝居（人情時代劇）を特別公演します。
日 時　11月1日（火）午後7時開演（開場は30分前）
場 所　市民文化会館小ホール（昭和町1）
※入場無料、事前申込不要です。直接ご来場ください。

市制施行80周年記念特別事業　第2回飛驒高山文化芸術祭こだま〜れ2016 芸能披露公演
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次の世代につなげるために
　昭和11年に高山市が誕生し、本年
11月1日に80周年という高山市の歴史
にとって大変意義深い日を迎え、記念
式典が盛大に開催されるにあたり、議
会を代表して、心よりお祝いを申し上
げます。
　高山市が飛驒地域の中核都市とし
て、また伝統的文化都市、国際観光
都市として着実に進展してきたことは、ひとえに先人のたゆまざ
る努力が実を結んだものであり、あらためて市民の皆様の深い
ご理解とご協力に、心から感謝を申し上げる次第であります。
　議会といたしましても、市民の皆さんと一緒に記念式典をお
祝いし、この日を契機に次の世代にしっかりとつなげていくた
め、活力とやさしさのあるまちづくりに全力で取り組む所存であ
ります。

【第２部】
「未来の高山」 ふるさとを語る
　　午後2時〜3時30分
・市内の小学5年生全員による合唱
・優秀作品（作文、ポスター、歌詞）の表彰
・次世代を担う子どもたちの主張、市長・教
育長との対談

会場ロビーでは、「市制80年の歴史を刻む」と題し、市民の皆様からお寄せいただいた写真や、市が保
有する写真から「飛驒人の暮らし」をテーマにした写真約130枚を展示します。

飛驒高山文化芸術祭実行委員会　☎35‒3155問合先
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　今年の11月1日に高山市が80歳になることを、児童、生徒のみなさんにお伝えし、「未来の高山」と
いうテーマで、作品を募集しました。
　●作文コンクールの部　小学4年生〜中学3年生
　●CDジャケットポスターコンクールの部　小学1年生〜中学3年生
　また、「自分たちの歌をつくって、みんなで歌おう！！」として、飛驒高山文化芸術祭実行委員会が
小学生から「みんなが住むふるさと“高山”への思いをこめた詩（歌詞）」を募集しました。
　当日は、最優秀賞に輝いたみなさんに、熱い想いを発表していただき、國島市長、中村教育長と対
談していただきます。
　さらに、ふるさとへの思いをこめた歌詞については、高山を愛する気鋭の作曲家 糸川玲子さんに
作曲をしていただいており、できあがった歌を市内の小学5年生全員で合唱（初披露）します。

「未来の高山」ふるさとを語る

　わたしの住んでいる朝日・高根
は山がたくさんあって、川もきれい
で、自然がゆたかなところです。そ
して、やさしい人がたくさんいるじ
まんのまちです。今ある朝日・高根
の自然を守り、未来へと続いてい
くようにしたいです。

自然ゆたかな朝日町
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作文の部　最優秀賞

歌詞の部　最優秀賞

ポスターの部　最優秀賞
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　桐朋学園大学音楽学部作曲
理論学科卒業・同研究科修了。
映像音楽を幅広く手がけている。
代表作・組曲「飛驒高山」
2015年「高山市平和サミット」に
て、チェロ独奏のための「灯（あか
り）」発表。
　桐朋学園大学音楽学部附属子
供のための音楽教室、日本芸術
高等学園・同専門学校講師。

　学校の2分の1成人式の時に、友達の
将来の夢をたくさん聞いたので、その夢
をかなえてほしいという気持ちを歌に込
めました。私が大好きな町高山で、みん
なと夢をかなえたいです。
　自然がいっぱい、優しい人がいっぱ
い、笑顔がいっぱいの高山市を大切に
していきたいです。
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　高山市ができて80周年ということがわかるように、80という
数字を配置し、その中に「自然」と「笑顔」を描きました。これ
からも高山市に住む私たちが、「自然」と「笑顔」に囲まれ、安
心して明るく暮らせるように願いを込めました。

　高山には、「自然・歴史・野菜・
人」の四つの魅力があることに気
がつきました。私は、数多くの魅力
がある高山が好きです。そして、未
来の高山は「人間にも自然にもや
さしい高山」であり続けてほしい
です。

高山の宝物
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　僕が通っている三枝小の伝統であ
る「かぶら市」や「ホタルのタベ」を大
切にしていくことが、食べ物や生き物
を大事にすることにつながり、高山市
の自然を大切に守っていくことにつな
がると思います。三枝の伝統を、下級生
や地域の人達に伝えていきたいです。

自然の大切さを
未来につたえる
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　私は、ふるさと高山市が大好きで
す。人が温かい、自然が豊か、歴史の
ある街並みが今も残っています。今
起こっている「過疎化」などの問題を
中学生の力を使い、少しでも解決し、
今よりもっと笑顔あふれる高山市をつ
くっていきたいです。

未来の高山
〜今よりよい、高山に向けて〜
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　高山の人の心はとても温かいで
す。様々な人々が協力し関わり合
うことで、高山はもっと住みやすい
町になるでしょう。これからも進化
していく高山が、いつまでも皆の、
そして僕の素晴らしいふるさとで
あってほしいと思います。

未来の高山
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　街を活性化させるための開発
が、自然に優しく、歴史を重んじな
がら行われることを願います。月
日が経ち、住む人々が変わっても、
「人に優しく」住みやすい高山で
あってほしいと思います。
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優秀賞のみなさん（順不同）

自然が続き笑顔あふれる高山市
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【歌詞の部】
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